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坂東農業改良普及事業推進協議会幹事会・坂東地域就農支援協議会で
合同研修会を開催しました

新鮮！古河やさい収穫体験ツアーが行われました

11月16日（木），石岡市新規就農者研修農場「朝日里山ファー

ム」において，坂東農業改良普及事業推進協議会幹事会・坂東地域

就農支援協議会で担い手確保及び育成に関する合同研修会を開催し，

石岡市から委託を受けて管理・運営しているＮＰＯ法人「アグリや

さと」の柴山代表ら関係機関の方からお話を伺いました。

11月13日（月），古河市主催による，「新鮮！古河やさい

収穫体験ツアー」が行われ，古河市の若手農業者が協力し，収

穫体験，加工体験が行われました。本ツアーには，古河市内の

「朝日里山ファーム」は，研修用に１．２haの有機農業研修圃場，トラクター，作業場，パ

イプハウス等を備えており，就農を志向する夫婦はその施設を利用して，ＪＡやさと有機栽培

部会員の指導の下で2年間，実際に野菜を栽培，出荷する実践的な研修を行うことができます。

また，独立に向けて農地や住まいの確保などの支援を受けられ，ＪＡやさと有機栽培部会に入

り安定経営を行うことができます。

研修から独立までの就農支援体制が充実し，販路まで確保されていることに，参加者から感

嘆の声が漏れました。

坂東普及センターでは，今後も関係機関と連携しながら，坂東地域ならではの担い手確保・

育成に向けた体制づくりを進めていきます。

8家族，計19名の親子が参加し，普及センターは地域農業の紹

介や，収穫体験の指導を行いました。

３ヶ所の農園でネギ，ニンジン，サツマイモの収穫体験を行い，古河

市さくら館では野菜のスムージーとスイートポテト作りを行いました。

また，収穫体験をした畑の隣では，地元野菜をふんだんに使ったランチ

を楽しみました。

収穫体験では，子供達はニンジンを抜き取ろうと，元気いっぱい踏ん

張っていました。子供達からは，「初めて野菜を収穫した」，「ニンジ

ンがとっても長かった」「スムージーとスイートポテトがおいしい。野

菜の味がした」と好評でした。また，参加した親は「作っている方に話

を聞きながら，親子で農業を体感する良い機会となった」との声が聞か

れ，地元農業を知るとともに，食育のよい機会となりました。



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

編集後記土壌診断実施日のお知らせ

１月10日（水）
１月24日（水）

１月１月

※実施日は変更になることがありますので，ご了承ください。
また，結果のご連絡には数日かかる予定です。

あっという間に1年が過ぎてしましました

ね。年初めに「今年の目標」を立てた人も多

いと思います。達成できたでしょうか。

ところで，新年になると，おせち等のおい

しいものが食卓に並びますよね。楽しみです。

私は，伊達巻が好きです。（鹿島）

今回は，坂東市の染野由香さんをご紹介します。染野さんは，米，麦，ソバを

生産しているソメノグリーンファームで，後継者として活躍されています。

○どうして就農しようと思ったのですか？

私は，農業大学校で酪農を専攻し，卒業してからも牧

場などで仕事をしていました。しかし，姉２人が農業以

外の職業に就いていたため，家の仕事を継ごうと思い，

就農しました。また，坂東地域は農業の盛んな地域だと

感じているので，私も，今後更に農業を盛り上げるため

に，一役買えればよいと思います。

○就農してから気持ちの変化はありましたか？

就農前は酪農関係の仕事をしていたので，家の作付面

積や作業についてはあまり分かりませんでしたが，就農

してからは，慣れない作業に追われることも多く，作業内容を把握することはとても

大事だと思いました。また，普及センターで開催しているセミナーに参加した際，同

年代の受講生が色々な知識を持っており，自分の勉強不足を痛感し，もっと勉強しな

ければならないと思っています。

○今頑張っていることや心がけていることはありますか？

農大生の時に大型特殊・けん引免許を，卒業してからはフォークリフトの免許を取

りました。まだ技術は未熟なので，慣れるように頑張らなければと思っています。

○農業の魅力やつらいことは何ですか？

魅力は，栽培から販売，配送も行っているので，商品を手にしたお客様と直接話す

機会があることです。

また，田んぼに向かう際には，夏はカエルの鳴き声，冬には澄んだ空気とそこから

見える筑波山などの景色から，自然を感じることができることです。

つらいことは，作業が天気に左右されることです。

○これからの目標はなんですか？

平成28年に，県西の大規模農業研究会で輸出米の取り組みが始まっているのです

が，そこに事務として参加しています。そのため英語やアメリカの米事情など，他国

の知識を取り入れていきたいです。


